
第５学年 図画工作学習指導案 

１ 題材名 『自然からのおくりもの ハナズミアート』 

  教科  図画工作科  A表現(１)ア・（２）ア・B鑑賞 

 

２ 題材の目標 

 身近にある自然の材料が花炭に変わっていく過程の面白さを味わい、花炭の特徴を生かして他の自然の材料との組み

合わせや自分の表し方・飾り方を考え、材料や道具の使い方を工夫して表す。 

３ 題材で育成を目指す資質・能力 

⑴ これまでの経験を生かして、自然の材料の特徴を活用したり、技能を総合的に生かしたりして工夫してつくっている。

（知識及び技能） 

⑵ 花炭と自然の材料の組み合わせから，自然の材料のよさを感じ取り、自分の見方や感じ方を深めている。（思考力・判

断力・表現力等） 

⑶ 自然の材料を花炭に変化させるに学習活動に主体的に取り組もうとしたり、花炭と他の自然材の組み合わせや自分の

表し方・飾り方を楽しく表そうとしている。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４ 指導計画（全６時間） 

次 時 学習活動 指導上の留意点・支援 

一

次 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

＜導入＞ 

・自然の材料とカーボンニュートラルについて考え、自然

の材料を炭化して花炭をつくることを知る。 

 

＜展開＞ 

・花炭にする材料を探し、集めてくる。互いにどんな材料

を見つけたか伝え合い、ClassPad.netのカメラふせん

で記録する。 

 

＜制作＞ 

・材料を缶に入れ、焚火で炭化させ、その時の変化を撮影

したり気づいたことをメモする。 

・できた花炭の形や色、特徴を感じ取り、Class 

Pad.netのカメラふせんで記録する。 

 

 

●自然の材料とカーボンニュートラルにつ

いて伝え、花炭づくりの活動について説明

する。 

 

 

●集めた自然の材料を ClassPad 

.netで記録する方法を伝え、記録して花炭

になる前の様子も振り返ることができるよ

うにする。 

 

●火を使うので安全管理に留意する。 

●ClassPad.net で花炭を撮影・記録す

る（カメラふせん）。 

二

次 

 

 

 

 

 

 

 

三

次 

 

３－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜振り返り＞ 

・前回の花炭づくりの活動を自分や友達の花炭を見なが

ら振り返る。 

 

＜展開＞ 

・花炭の特徴を生かして表す方法を考える。 

 

＜制作＞ 

・他の自然の材料や道具の使い方を工夫して花炭を自分

の表し方・飾り方で表す。 

 

＜鑑賞＞ 

・ClassPad.netで撮影し、気づいたことや感じたこと

をカメラふせんで記録する。ここまで児童が記録してき

たふせんを、ClassPad.netの授業支援機能で提出さ

せ、できた作品を互いに鑑賞する。 

 

 

 

●花炭づくりの写真や花炭を提示してイメ

ージできるようにする。 

 

 

●材料や道具について説明し、安全面の指

導をする。 

 

●表し方のアイディアを発言や作品から拾

い、必要に応じて共有する。 

 

 

●ClassPad.net の[提出]画面を大型画

面等でも見られるようにし、自分や友達の

作品を共有する時間をもつ。 
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５ 活動場所 花炭づくり…校庭 ハナズミアート制作…図工室 

 

６ 準備するもの 

児童が用意するもの 自然の材料・タブレット・筆箱 

教員が用意するもの 自然の材料（木材・つるなど）・板材・接着剤・糸やひも・ノコギリ・カナヅチ・ 

釘・ネジ・キリ・万力・クランプ・大型画面・パソコンなど 


